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問　天理警察署☎ 0743-62-0110　田原本警察庁舎☎ 33-0110生活安全ニュース
■ 自転車は車両の仲間です！ ■ 優良運転者等表彰申請のお知らせ
　自転車は幅広い世代が利用でき、環境にも優しい乗
り物ですが、自転車による事故は後を絶たず、高額な
賠償請求事案も発生しています。
　自転車に乗るときは、ヘルメットを着用し、自転車
保険に入りましょう。

受付期間　5月 10日㈮～ 31日㈮
受付場所　奈良県交通安全協会天理支部
表彰を受けられる資格
❶天理警察署管内に住所を有する運転免許保有者
❷自動車などの運転を継続して行っていること
表彰の種別・基準
❶ 支部表彰　6年以上無事故・無違反かつ運転免許停
止処分を受けていないこと

❷ ベストドライバー顕彰　上級顕彰受賞後 1年以上
経過し、10年以上無事故・無違反であること

❸その他　緑十字銅章及び近畿交通栄誉章など
申請手続きに必要な書類
◦窓口にある申請書
◦�申請日から 1ヵ月以内に自動車安全運転センター
が発行した無事故・無違反証明書
◦運転免許証のコピー

1 「車道が原則・左側を通行」「歩道は例外・歩行者
を優先」

2「交差点では信号と一時停止を守って、安全確認」
3「夜間はライトを点灯」
4「飲酒運転は禁止」
5「ヘルメットを着用」

自転車安全利用 5 則

　奈良県交通安全協会天理支部では、優良運転者など
を選考し、秋の交通安全県民運動期間中に表彰します。

町青少年健全育成推進協議会事務局
（生涯教育課内）☎ 32-6193

子
高
齢
化
が
進
む
中
、
地
域
と
子
ど
も
が

つ
な
が
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
さ

れ
た
実
践
が
多
く
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
特

に
地
域
の
大
人
と
子
ど
も
が
交
流
す
る
行

事
や
、
地
域
の
伝
統
的
な
行
事
に
子
ど
も

が
関
わ
る
取
り
組
み
は
有
意
義
な
も
の
と

感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
の
環
境
整
備

作
業
、
農
作
業
で
大
人
と
交
流
す
る
中
で

子
ど
も
と
大
人
の
距
離
感
が
ぐ
っ
と
近
づ

き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
、

地
域
へ
の
愛
着
が
育
っ
て
い
く
こ
と
が
大

い
に
期
待
で
き
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

各
自
治
会
の
1
年
間
取
り
組
ま
れ
た

感
想
と
し
て
「
子
ど
も
と
の
交
流
が
深
ま

っ
た
だ
け
で
な
く
、
住
民
同
士
の
つ
な
が

り
を
強
め
る
こ
と
で
き
た
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。活
動
の
仕
方
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、

つ
な
が
り
を
強
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
思

い
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
北
中
学
校
吹
奏
楽
部
が
、

軽
快
に
演
奏
し
て
く
れ
ま
し
た
。
童
謡
や

懐
メ
ロ
な
ど
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
も
新
た
な
自
治
会
で
こ

の
取
り
組
み
を
進
め
ら
れ
、
来
年
3
月
に

実
践
発
表
を
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来

場
を
お
願
い
し
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
し

た
が
、
こ
の
「
健
全
育
成
の
集
い
」
の
た

め
に
、
ご
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
推

進
地
区
指
定
自
治
会
を
は
じ
め
、
関
係
団

体
の
皆
さ
ん
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

「青少年健全育成の集い」
　　　　　　　を終えて

3
月
10
日
㈰
に
弥
生
の
里
ホ
ー
ル
で
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
第
5
類
に
移
行
後
初
め
て
、

通
常
通
り
の
「
青
少
年
健
全
育
成
の
集
い
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
2
0
0
人
を
超
え
る
町

民
の
参
加
を
得
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
、
小
学
生
5
人
と
中
学
生
2

人
、
高
校
生
2
人
の
計
9
人
が
、
体
験
作
文

を
発
表
し
ま
し
た
。
作
文
か
ら
は
、
子
ど
も

た
ち
が
、
私
た
ち
大
人
が
考
え
て
い
る
以
上

に
物
事
を
深
く
見
つ
め
て
い
る
こ
と
、
真
剣

に
考
え
て
い
る
こ
と
を
感
じ
取
れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
の
健
全
育
成
推
進
地
区
の

西
八
尾
、
秦
楽
寺
、
南
薬
王
寺
、
法
貴
寺
の

各
自
治
会
が
、
地
域
の
子
ど
も
と
の
つ
な
が

り
を
強
め
る
取
り
組
み
を
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
自
治
会
長
、
子
ど
も
会
役
員
、
子
ど
も

た
ち
が
舞
台
上
で
し
っ
か
り
と
活
動
の
様
子

や
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
近
年
の
少
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前立腺がんについて

157

国保中央病院☎ 32-8800

国保中央病院だより
前
立
腺
は
、
膀ぼ

う
こ
う胱

の
下
方
に
尿
道
の

ま
わ
り
を
取
り
囲
む
よ
う
に
あ
る
男
性
に

し
か
な
い
臓
器
で
、
年
齢
と
と
も
に
肥
大

し
て
排
尿
状
態
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

前
立
腺
が
ん
と
は
、
そ
の
前
立
腺
に

で
き
る
が
ん
で
、
2
0
1
9
年
に
は
男
性

に
お
け
る
が
ん
の
な
か
で
最
も
患
者
数
が

多
く
な
り
ま
し
た
（
約
9
万
5
千
人
）。

50
歳
を
過
ぎ
た
あ
た
り
か
ら
、
年
齢
と
と

も
に
罹り

か
ん患

率
は
上
昇
し
、
75
歳
前
後
が
ピ

ー
ク
と
な
り
ま
す
。
多
く
の
場
合
は
自
覚

症
状
が
な
く
、
他
の
が
ん
に
比
べ
一
般
的

悪
性
度
が
低
い
た
め
、
比
較
的
ゆ
っ
く
り

と
進
行
し
、
予
後
は
良
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。が

ん
の
早
期
発
見
の
た
め
に
は
が
ん

検
診
が
有
用
で
す
が
、
前
立
腺
が
ん
の
検

診
で
は
前
立
腺
特
異
抗
原
：
P
S
A
と
い

う
値
を
評
価
し
ま
す
。
検
査
に
よ
り
前
立

腺
が
ん
の
疑
い
が
あ
れ
ば
、
さ
ら
な
る
精

査
が
必
要
で
す
。
直
腸
診
に
よ
る
前
立
腺

の
大
き
さ
や
硬
さ
、
表
面
の
凹
凸
の
有
無

の
評
価
、
腹
部
超
音
波
検
査
に
よ
る
前
立

腺
評
価
、
M
R
I
に
よ
る
画
像
評
価
を
し

て
、
前
立
腺
が
ん
疑
い
の
可
能
性
が
高
い

か
を
調
べ
ま
す
。

前
立
腺
が
ん
が
よ
り
強
く
疑
わ
れ
た

ら
、
前
立
腺
針
生
検
を
行
い
ま
す
。
こ
の

場
合
入
院
と
な
り
ま
す
が
、
下
半
身
麻
酔

下
に
前
立
腺
か
ら
特
殊
な
機
械
針
で
組
織

検
体
を
採
取
し
、
顕
微
鏡
検
査
に
て
病
理

組
織
診
断
を
行
い
、
が
ん
の
悪
性
度
や
陽

性
数
な
ど
を
評
価
し
ま
す
。
生
検
病
理
検

査
で
前
立
腺
が
ん
が
見
つ
か
れ
ば
、
C
T

や
骨
シ
ン
チ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
て
、
進
行
程

度
や
転
移
の
有
無
を
画
像
的
に
調
べ
、
ス

テ
ー
ジ
診
断
を
し
ま
す
。

ス
テ
ー
ジ
診
断
が
つ
い
た
場
合
、
が

ん
治
療
の
方
針
を
決
め
ま
す
。
治
療
は
主

に
手
術
・
放
射
線
療
法
・
ホ
ル
モ
ン
治
療

と
な
り
ま
す
。
一
般
的
に
予
後
は
良
好
で

す
が
、
合
併
症
な
ど
の
リ
ス
ク
や
、
治

療
後
の
生
活
の
質
（
Q
O
L
）
を
考
慮

し
、ご
自
身
に
あ
っ
た
治
療
を
行
い
ま
す
。

侵し
ん
し
ゅ
う
襲
（
身
体
の
負
担
）
が
少
な
い
ロ
ボ
ッ

ト
支
援
手
術
や
放
射
線
治
療
に
つ
い
て
は

当
院
で
は
で
き
な
い
た
め
、
近
隣
施
設
へ

の
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ホ
ル
モ
ン
治

療
は
皮
下
注
射
と
投
薬
に
よ
る
薬
剤
治
療

で
、
当
院
外
来
通
院
で
行
っ
て
い
ま
す
。

50
歳
を
過
ぎ
れ
ば
、
一
度
前
立
腺
が

ん
検
診
ま
た
は
泌
尿
器
科
受
診
を
お
考
え

く
だ
さ
い
。

泌尿器科　部長
望月裕司

材料（２人分）

▶スナップえんどう…6本　▶新じゃがいも…1個　
▶ベーコン…20g　▶サラダ油…小さじ 1
▶ A（コンソメ〈顆粒〉…小さじ 1／ 3、塩…小さじ 1／ 5、
黒こしょう…少々）

スナップえんどうの黒こしょう炒め
1人分エネルギー：104kcal, 塩分：0.9g

作り方
1

2          

3
4

5

スナップえんどうは筋を取り除き、熱湯で 30秒
ほどゆでる。
新じゃがいもはよく洗い、芽を取り除き、皮つ
きのままくし型に切る。耐熱皿に入れ、ラップ
をして電子レンジ（600W）で 3分加熱する。
ベーコンは 5mm幅に切る。
フライパンを中火で熱し、サラダ油を加え、3
を加えてさっと炒める。
4に 1、2を加えて炒め合わせ、Aを加え炒める。
全体に味がなじんだら火を止め、器に盛り付ける。

　食事バランスの基本は、1食分の献立に主食・主菜・副菜の
料理をそろえることです。主食は炭水化物を多く含むごはん・
パン・めんなどを主材料とする料理。主菜はたんぱく質を多く
含む肉・魚・卵・大豆および大豆製品などを主材料とする料理。
副菜はビタミン・ミネラル・食物繊維を多く含む野菜・いも・
きのこ・海藻などを主材料とする料理。これらを意識して、自
分の食事バランスを確かめてみましょう。


